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子
宮
移
植
初の申
請へ

嚢
年内に
５
人
に
臨
床
研
究

病
気
な
ど
で
子
宮
が
な
い
女
性
に
、
妊
娠
・
出
産
を
目
的

に
第
三
者
の
子
宮
を
移
植
す
る
子
宮
移
植
回
の
臨
床
研
究

を
、
慶
応
大
の
チ
ー
ム
が
２
０
１
７
年
内
に
学
内
の
倫
理
委

員
会
に
申
請
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
海
外
で

は
出
産
例
も
あ
る
が
、
国
内
で
実
施
さ
れ
れ
ば
初
め
て
。

子
宮
移
植
は
赤
ち
ゃ
ん
を
得

る
こ
と
が
目
的
で
、
心
臓
や
肝

臓
の
移
植
の
よ
う
に
本
人
の
生

命
維
持
の
た
め
で
は
な
い
。

叱
族
憲
ぁ
ヨード
き
竺

　
　
　
　
　

こ
の
た
め
、
倫
理
委
員
会
や

関
連
学
会
の
承
認
を
得
て
、
先

天
的
に
子
宮
が
な
い
「
ロ
キ
タ

ン
ス
キ
ー
症
候
群
」
と
い
う
病

気
の
女
性
を
対
象
に
３
年
間
で

５
人
に
移
植
す
る
計
画
だ
。
子

宮
は
母
親
な
ど
親
族
か
ら
提
供

を
受
け
る。
将
来
は
子
宮
類
が

ん
な
ど
で
子
宮
を
失
っ
た
人
も

対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

チ
ー
ム
は
１６
年
２
月
、
産
婦

人
科
や
小
児
科
な
ど
学
内
の
１３

の
診
療
科
・
部
門
で
つ
く
る
作

業
部
会
を
設
置
。
医
師
や
看
護

師、
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

な
ど
多
職
種
が
毎
月
１
回
、
国

内
初
の
子
宮
移
植
に
向
け
、
技

術
的
な
課
題
や
出
産
後
の
ケ
ア

な
ど
の
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

子
宮
移
植
を
巡
っ
て
は
ｖ
赤

ち
ゃ
ん
を
得
る
た
め
に
提
供
者

に
大
き
な
身
体
的
・
精
神
的
な

負
担
を
与
え
て
い
い
の
か
、
拒

絶
反
応
を
防
ぐ
た
め
に
投
与
す

る
免
疫
抑
制
剤
が
赤
ち
ゃ
ん
に

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
か
な
ど

の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
チ
ー
ム
は
学
内

の
倫
理
委
員
会
の
ほ
か
、
日
本

産
科
婦
人
科
学
会
や
日
本
移
植

学
会
に
も
研
究
計
画
を
提
出

し
、
安
全
面
や
倫
理
面
で
の
問

題
が
な
い
か
判
断
を
求
め
る
。

　

子
宮
移
植
は
００
年
に
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
で
初
め
て
実
施
さ
れ

た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
１４
年
９

月
、
子
宮
を
移
植
さ
れ
た
女
性

が
世
界
で
初
め
て
出
産
に
成

功
。
少
な
く
と
も
同
国
で
５
人

の
出
産
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

子
宮
を
提
供
す
る
側
、
さ
れ
る

側
、
生
ま
れ
た
子
ど
も
い
ず
れ

も
死
亡
の
報
告
は
な
い
。

慶
応
大
は
１３
年
、
東
大
な
ど

と
共
に
、
子
宮
を
摘
出
し
て
再

移
植
し
た
サ
ル
の
実
験
で
出
産

に
成
功
し
た
と
発
表
し
た
。

チ
ー
ム
の
鵬
塾
浩
司
・
慶
応

大
専
任
講
師
は
「
今
回
の
研
究

は
、
生
ま
れ
つ
き
子
宮
が
な
い

人
に
選
択
肢
を
提
供
す
る
の
が

狙
い
だ
。
技
術
的
に
は
十
分
可

能
だ
と
考
え
て
い
る
が、
こ
の

医
療
を
ど
う
考
え
る
か
、
広
く

社
会
で
の
議
論
が
必
要
だ」
と

話
し
て
い
る
。

忌
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は

腎
臓
な
ど
を
移
植
後
に
出
産
し

た
ケ
ー
ス
は
多
数
あ
る
が
、
赤

ち
ゃ
ん
に
異
常
が
あ
れ
ば
、
問

題
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

体
外
受
精
し
た
受
精
卵
を
別

の
女
性
の
子
宮
に
入
れ
て
産
ん

で
も
も
つ
代
理
出
産
は
、
出
産

の
リ
ス
ク
を
第
三
者
に
負
わ
せ

る
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
国
内

で
は
学
会
が
認
め
て
い
な
い
。

子
宮
が
な
い
女
性
が
、
子
ど

も
を
持
つ
た
め
の
選
択
肢
は
ど

う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
安
全
面

や
倫
理
面
の
議
論
を
深
め
て
ほ

し
い
。
（
医
療
部

　

加
納
昭
彦
）

　
　
　
　
　
　　

　　　　　　　　

子
か
摘

　

、
を
り

夫

・

　　　

回－
髄
胤
細
雄

睡弱かったり、がんなどの病気で子
宮を摘出したりした女性に子宮を移
植し、あらかじめ体外受精させた受
精卵を戻して出産させる技術。対象
となりうる女性は、国内に２０～３０歳
代だけで推計６万～７万人。胎児を
育てる子宮の機能は閉経後も残り、
中高年でも提供者になりうる。

　　生
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需

だ

な
≦

　　

力

　

を
謬
る

　　　　　　　

　　
　
　
　
　
　
　
　

韓子宮移植の臨床研究計画

倫
理
・
安
全
面

広
い
議
論
必
要

　　

臓
器
移
植
法
は
、
心
臓

　　

や
腎
臓
な
ど
救
命
や
生

活
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
臓

器
を
対
象
に
し
て
い
る
。
だ
が

子
宮
移
植
は
、
妊
娠
・
出
産
を

目
的
と
し
た
新
し
い
移
植
だ
。

子
宮
が
な
い
女
性
の
福
音
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
、
倫

理
面
の
課
題
は
少
な
く
な
い
。

同
法
の
対
象
外
の
た
め
、
生

体
か
ら
し
か
移
植
で
き
な
い
。

生
命
維
持
に
関
わ
ら
な
い
子
宮

提
供
で
、
健
康
な
人
の
体
に
メ

ス
を
入
れ
る
こ
と
に
は
議
論
の

余
地
が
あ
る
。
肝
臓
や
腎
臓
の

移
植
で
は
、
提
供
者
の
死
亡
例

も
起
き
て
い
る
。
希
望
す
る
女

性
の
母
親
な
ど
が
、
周
囲
か
ら

「
提
供
す
べ
き
だ
」
と
重
圧
を

受
け
る
恐
れ
も
指
摘
さ
れ
る
。

技
術
面
で
は
、
拒
絶
反
応
を

防
ぐ
た
め
に
使
う
免
疫
抑
制
剤

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
添
付

文
書
で
は
妊
婦
へ
の
投
与
は
禁

き
ょ
う
夕
刊

休
み
ま
す

き
ょ
う
９
日
（
月
）
は
祝

日
（
成
人
の
日
）
で
す
の

で
、
夕
刊
は
休
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
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